
令
和
３
年
度
倉
掛
自
治
会
予

算
総
会
は
４
月
10
日
に
予
定
し

て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
書

面
表
決
の
形
式
を
採
っ
た
。

同
月
15
日
～
20
日
に
自
治
連

合
会
役
員
が
各
組
新
自
治
会
長

宅
を
訪
れ
、
予
算
案
を
説
明
。

同
月
22
日
、
全
自
治
会
長
の
同

意
を
得
た
こ
と
か
ら
関
係
書
類

を
回
覧
し
た
。

午
前
９
時
、
グ
ル
ー
プ
３
人

と
総
代
ら
が
現
場
に
集
ま
り
、

ク
レ
ー
ン
や
高
所
作
業
車
等
を

使
わ
な
い
吊
り
切
り
に
よ
る
枝

打
ち
及
び
運
搬
作
業
を
開
始
。

夕
方
ま
で
に
江
草
板
金
の
屋
根

に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
た
樫
の

木
（
高
さ
推
定
22
ｍ
）
の
約
７

割
程
度
を
切
り
落
と
し
、
周
辺

は
す
っ
か
り
明
る
く
な
っ
た
。

翌
22
日
も
作
業
は
順
調
に
進

み
午
後
４
時
30
分
、
樫
の
木
と

楠
の
木
を
当
初
予
定
し
て
い
た

高
さ
に
す
る
半
伐
採
を
無
事
に

終
え
た
。

近
所
の
住
民
の
一
人
は
「
日

当
た
り
も
風
通
し
も
良
く
な
り

ま
し
た
。
郷
社
の
財
政
に
余
裕

が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
多
く
の
木

を
切
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
が
…
」
な
ど
と
話
し
て

い
た
。
足
次
山
神
社
の
総
代
ら

は
「
伐
採
資
金
が
あ
れ
ば
境
内

の
他
の
樹
木
に
も
手
が
付
け
ら

れ
ま
す
。
倉
掛
夏
目
の
皆
様
に

神
社
費
値
上
げ
を
了
承
し
て
い

た
だ
く
以
外
に
方
法
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
話
し
て
い
る
。

こ
の
た
び
の
半
伐
採
は
美
作

出
身
の
空
師
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ

て
行
わ
れ
、
要
し
た
費
用
は
35

万
円
。
巨
木
の
半
伐
採
は
平
成

11
年
秋
以
来
21
年
ぶ
り
。

倉
掛
少
年
団
育
成
会
は
４
月

３
日
、
つ
ど
え
～
る
で
令
和
３

年
度
最
初
の
定
例
会
を
開
き
、

前
期
の
活
動
な
ど
を
取
り
決
め

発
表
し
た
。

育
成
会
の
高
橋
宏
真
会
長
は

「
本
年
度
の
団
員
は
16
人
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で

各
行
事
に
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、
頑
張
っ
て
楽
し
い
活
動
を

目
指
し
た
い
」
と
語
っ
て
い

る
。
新
役
員
及
び
前
期
活
動
計

画
は
次
の
と
お
り
。

《
育
成
会
役
員
》

会

長

高
橋

宏
真

副
会
長

渡
辺

大
輔

副
会
長

川
相

謙
治

副
会
長

小
幡

絵
里

副
会
長

前
田

恭
子

会

計

藤
井

大
輔

監

査

村
上

達
也

顧

問

西
山

加
菜

《
少
年
団
役
員
》

団

長

高
橋

奏
多

副
団
長

渡
辺

莉
子

《
前
期
の
行
事
》

４
月

郷
社
清
掃
（
中
止
）

５
月

公
園
堤
清
掃
作
業

５
月

井
原
町
大
運
動
会

（
中
止
）

６
月

資
源
回
収

６
月

井
原
学
区
球
技
大
会

７
月

キ
ャ
ン
プ

（
高
梁
自
然
公
園
）

７
月

ラ
ジ
オ
体
操
・
郷
社

８
月

公
園
清
掃
奉
仕
作
業

９
月

三
世
代
交
流
会

写
真
上
＝
前
列
左
か
ら
前
田
恭

子
・
高
橋
宏
真
・
小
幡
絵
里
、

後
列
左
か
ら
川
相
謙
治
・
藤
井

大
輔
・
渡
辺
大
輔
（
敬
称
略
）

井
原
地
区
不
燃
性
粗
大
ご
み

回
収
が
４
月
25
日
、
井
原
小
学

校
校
庭
で
行
わ
れ
た
。

井
原
町
内
９
地
区
の
自

治
連
合
会
役
員
・
井
原
市

環
境
課
・
井
原
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
の
協
力
で
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
。
受
付
開
始
の
午
前
８

時
前
に
は
古
い
自
転
車
や

扇
風
機
、
ポ
ッ
ト
な
ど
を

載
せ
た
ク
ル
マ
が
列
を
な

し
、
住
民
の
ご
み
処
分
の
意
識

の
高
さ
を
示
し
て
い
た
。
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〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／片岡秀憲

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

※カッコ内は世帯数

１ 組（ 9）小川 泰之
２ 組（ 5）北田 二三
３ 組（12）倉橋 則雄
４ 組（ 6）関戸 啓二
５－１組（10）松本 豊
５－２組（ 8）岡本 武子
６ 組（ 9）川相 謙治
７ 組（ 6）山岡千恵子
８ 組（21）掛橋 浩之
９ 組（ 4）吉岡 進
10 組（ 3）安原 陽子
11 組（ 6）藤井 義弘
12－１組（ 4）井上 信子
12－２組（14）瀬藤 慎二
13－１組（ 8）田原耕太郎
13－２組（13）原田 恵子
13－３組（18）藤井 正典
14 組（10）山崎 憲芳
15－１組（11）渡辺 節男
15－２組（ 7）井上 勝史
16 組（15）谷 和政
17 組（ 6）片岡 秀憲
18－１組（10）丸山 治人
18－２組（ 9）藤井 晴美
18－３組（ 4）梶谷 昌弘

〔総世帯数２２８戸〕

令和３年度自治会長

吊り切りにビックリ

粗
大
ご
み
回
収
に
協
力

高
さ
20
ｍ
を
超
え
る
高
い
木
に
登
っ
て
枝
打
ち
や
伐
採
を
す
る
職

人
を

空
師

と
呼
ぶ
。
木
よ
り
も
高
い
建
物
が
な
か
っ
た
昔
、

空
に
一
番
近
い
所
で
仕
事
を
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
。
し
か

し
、
熟
練
を
要
す
る
命
懸
け
の
こ
の
仕
事
の
後
継
者
は
少
な
く
、

職
人
の
数
は
年
々
減
っ
て
い
る
＝
郷
社
足
次
山
神
社
・
４
月
22
日

空
師

倉掛少年団＆育成会

頑 張 り ま す

足次山神社本殿裏の巨木２本の高

さを３分の２程度まで低くする半伐

採が４月２１日、空師（そらし）と

呼ばれる専門業者の手によって行わ

れた。

行事実施に協力要請

自治連

郷 社

倉
掛
自
治
連
合
会

予
算
案
書
面
表
決

神苑のシンボルである巨木も今後は管理費捻出が課題



サ
ロ
ン
あ
す
は
の
役
員
ら
が

楽
器
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
を
使
っ

た
「
音
楽
療
法
で
若
返
り
教

室
」
を
４
月
30
日
、
つ
ど
え
～

る
で
体
験
し
た
。

認
知
症
予
防
に
も
効
果
的
と

さ
れ
、
こ
の
日
は
９
人
が
約
60

分
間
楽
し
ん
だ
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
通
り
に
面
す

る
倉
掛
地
内
の
台
湾
料
理
店
四

季
紅
で
３
月
21
日
午
前
10
時
ご

ろ
、
建
物
火
災
が
発
生
。

緊
急
出
動
し
た
消
防
署
員
や

第
３
部
団
員
ら
が
雨
の
な
か
消

火
作
業
を
行
い
、
約
１
時
間
後

の
午
前
11
時
６
分
鎮
火
し
た
。

井
原
分
団
第
３
部
が
試
運
転

日
の
５
月
２
日
、
小
田
川
の
倉

掛
排
水
ポ
ン
プ
樋
門
の
管
理
研

修
を
行
い
、
ゲ
ー
ト
や
ス
ク
リ

ー
ン
の
上
げ
下
げ
、
ス
イ
ッ
チ

類
の
操
作
を
確
認
し
た
。
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5/ 9  倉掛少年団

春季公園＆堤清掃奉仕

5/13  倉掛自治会費・事業所集金

5/16  欅の杜の市（門田町大谷）

5/16～23 倉掛地内全戸溝掃除

5/20  サロンあすは交流会

5/30  井原町ソフトボールリーグ戦

6/ 6  井原分団第３部試運転日

6/ 6  倉掛地内側溝土砂回収

6/ 6  倉掛少年団資源回収

6/ 6  郷社一斉清掃 午前８時～

6/19  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

6/20  井原学区少年団球技大会

7/ 3  郷社足次山神社役員会

7/ 4  井原分団第３部試運転日

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

先
日
、
自
治
会
行
事
の
粗
大
ご
み
の
回
収

が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅

時
間
が
増
え
た
の
か
、
ご
み
の
量
が
と
て
も

多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
同
じ
時
期
に
も
行
わ

れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
当
時
は
最
初
の
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
中
で
ウ
ィ
ル
ス
自

体
の
解
明
も
進
ん
で
お
ら
ず
、
今
の
よ
う
に

飛
沫
感
染
が
主
な
感
染
経
路
で
あ
る
こ
と
も

わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
私
自

身
、
マ
ス
ク
と
軍
手
の
上
に
ゴ
ム
手
袋
を
は

め
て
の
二
重
防
御
で
参

加
し
ま
し
た
。
暑
い
の

と
マ
ス
ク
に
慣
れ
ず
息

苦
し
か
っ
た
の
を
お
ぼ

え
て
い
ま
す
。

一
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
感
染
者
数
は
減

る
こ
と
も
な
く
む
し
ろ

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

国
は
こ
の
間
、
外
出
自
粛
を
国
民
に
呼
び

か
け
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
営
業
時
間
の
短

縮
を
繰
り
返
し
た
だ
け
で
根
本
的
な
医
療
の

受
け
皿
も
広
げ
ず
、
治
療
薬
の
開
発
も
進
ん

で
い
な
い
（
ア
ビ
ガ
ン
は
ど
う
な
っ
た
の

か
？
）
、G

o
t
o

ト
ラ
ベ
ル
やG

o
t
o

イ
ー

ト
の
政
策
は
す
ぐ
に
行
え
る
の
に
本
来
の
コ

ロ
ナ
対
策
は
後
手
に
回
る
ば
か
り
。

し
か
し
、
愚
痴
ば
か
り
も
言
っ
て
は
お
ら

れ
ず
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
対
応
策
が
整

う
ま
で
は
自
衛
す
る
し
か
な
さ
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
行

事
も
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
各
地
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
も
ほ
と
ん
ど
中
止
、
一
年
以
上

大
会
に
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
。
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
参
加
賞
に
は
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
が
よ
く

あ
り
、
バ
ス
タ
オ
ル
と
し
て
使
え
て
便
利
。

我
が
家
で
は
新
し
い
も
の
が
入
れ
ば
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
し
て
使
っ
て
い
た
の
が
ま
っ
た
く

手
に
入
ら
な
い
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
同
様
で
す
。

何
年
か
ぶ
り
に
市
販
品
を
買
う
こ
と
に
な
り

そ
う
で
す
。
家
庭
内
で
は
、
そ
ん
な
小
さ
な

変
化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
が

今
の
状
況
を
大
き
く
変
え
る
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン

ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
１
０
０
％
コ
ロ
ナ
前
の
生
活
様
式

に
戻
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
、
そ
ん

な
声
も
聞
こ
え
ま
す
が
普
通
の
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
や
応
援
を
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
で
き
る
日
常

を
取
り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。

※つどえ～るカフェはコロナ禍

のため休止中

※つどえ～る金曜朝市はコロナ

禍のため休止中

コい

ーき

ナい

ーき

倉掛自治連合会

福祉体育部長 渡邉伸太郎

コロナ禍の１年

倉 掛 ほ っ と 情 報

倉掛１６組の田邉さんが

５月２５日、自

宅で「アンコー

ルカフェ」をオ

ープン。

倉掛ソフトボ
ー ル 同 好 会

倉 新

掛 町

２ ３

０ ３

０ ０

２ ３

０ １

２ ０

６ 10

倉 岩

掛 野

０ ３

２ １

１ ０

３ ３

３ １

０ １

９ ９

夏 倉

目 掛

２ ０

０ ２

４ ５

１ ０

０ ２

７ ９

新型コロナウイルス

の関係で昨年度中止さ

れた井原町ソフトボー

ルリーグ戦。井原高校

南校地グラウンドで４

月２５日、２年ぶりに

行われ、倉掛は３試合

に臨み１勝１敗１分け

だった。

倉

掛

地

内

の

四
季
紅
で
火
災

■アンコールカフェオープン（5/25）

山本勝己
（会長）

山元幸治
（監督）

山成秀峰
（総務）

川相 勝
（会計）

渡辺大輔
（総務補佐）

渡辺伸太郎
（会計補佐）

田中利治 西山津好 小川泰之

増成 実 山岡秀男 村上達也

塚村秀司 黒崎英夫 山崎喜幸

河合宣之 小林泰爾 松田 勉

妹尾英哲 高橋宏真 瀬藤慎二

田中達也 山元雄翔 西山 光

■倉掛ソフトボール同好会

野宮弘恵講師からトーンチャイムの扱い方を学ぶ受講者

サ
ロ
ン
あ
す
は

第３部水門管理研修

倉掛排水ポンプ樋門周辺

《営業日時》

Open ：火・水・木

Lunch：11:30～14:00
Cafe ：14:00～16:00
※ランチは前日予約要

℡0866-75-4663

■
倉
掛
山
岳
同
好
会

６
月
に
予
定
し
て
い
た
屋
久
島
縄

文
杉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
中
止
。


